
・ 生物多様性の価値を認識（人類の生存基盤である自然生態系の健全な保持の基本的要素／
遺伝、科学、社会、経済、教育、文化、芸術、レクリエーション上の価値）

・ 生物多様性の保全／持続可能な利用は将来世代の可能性を守るために重要

○戦略の進捗状況の点検／見直し
・ 実施状況の毎年の点検、公表
・ ５年程度を目途に見直し

　第４部 　戦略の効果的実施

　第１部 　生物多様性の現状　　日本と世界の生物多様性の現状認識

生物多様性国家戦略の構成

・ 様々なレベルで多様な生態系と生物種の保全と持続可能な利用
・ 生物の安定的な維持を図るため、大面積の保護地域の適切な管理と保護地域
間の連携の確保
・ 動植物に絶滅のおそれを生じさせない

　第２部 　生物多様性の保全と持続可能な利用のための基本方針

　第３部 　施策の展開（自然環境の保全／生物資源の利用に関連する現行施策を整理）

第１章 　生息域内保全　：　保護地域の設置・管理／野生動植物の保護管理／移入種対策

　　　　　　　／二次的自然環境の保全／都市地域における保全／遺伝子操作生物の安全性確保

第２章 　生息域外保全

第３章 　生物多様性の構成要素の持続可能な利用　：　林業／農業／漁業／野外レク・観光

　　　　／バイオテクノロジーによる遺伝資源の利用

　第４章　生物多様性の構成要素等の特定及び監視

　第５章　共通的基盤的施策の推進　：　奨励措置／調査研究／教育・普及啓発／影響評価

　第６章　国際協力の推進

・ 地域の特性に応じた保全
・ 科学的知見・情報の充実
・ 自然の再生産能力の把握

・ 地域計画の策定
・ 総合的計画的な取組
・ 各主体の積極的な関与
・ 国際的な視点

基本

認識

長期的

な目標

保全と利用の考慮事項 施策検討の考慮事項

・予防的対応
・ 伝統的利用の適
正評価
・ 新技術の活用

○ 実施体制と各主体との連携

○ 各種計画との連携


